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日本 IBMの藤原と申します。本日はどうぞよろしく

お願いします。今ご紹介にあずかりましたように、私

自身は豊洲にある IBMの東京ラボラトリーでアーカ

イブシステムの開発を担当しております。本日は私

どもがここ数年間開発してきましたアーカイブのソ

リューション、それと今ちょうど三浦さんがご紹介に

なった内容と、実は非常に重なっている部分がありま

すビックデータというキーワードをベースにお話をさ

せていただきたいと思います。幸い私の前に三浦さん

が LTO というキーワードを出されました。LTO とは

そもそも何なのか、ということになるわけですが、た

またま私の鞄の中に LTO テープが入っていましたの

で、回覧いたします。どうぞ、みなさんご覧ください。

磁気テープになります。

　それではお話を始めたいと思います。本日の内容で

すが、まずビックデータは以前から別の形で存在して

いたと。更にその総量は莫大で、実際にそれを蓄積し

ていくということに関しましてはアーカイブテクノロ

ジー、適切なテクノロジーの選択が必要になってくる

こと。更にアーカイブというのは溜めるということを

目的にしているわけではなく、これは再利用すること

が目的になっています。ここから考えましてビック

データのアーカイブの課題、更にゴールということで

進めてさせていただきたいと思います。

　まずビックデータは以前から別の形で存在していた

ということについてです。これは私自身がいろいろ

なところへ行きまして撮ってきた写真になっていま

す。私自身がアーカイブということで仕事を始めたの

は 2006 年になります。きっかけは NHK の川口にあ

りますアーカイブスセンター。こちらのビデオテープ

100 万本もあるということで、研究所同士の交流会

という形で見学に行きました。そのときにわかりまし

たことは、この膨大なデータが存続の危機にあるとい

うことです。というのは、ビデオテープはそこにある

のですけれども、ビデオデッキは機械ですので、保守

終了になるわけですね。そうしますと、その 100 万

本のビデオテープが再生不可能になるということが、

もう 2006 年からわかっていました。実際にいろいろ

な放送局さんとか回ってみますと、大量のビデオテー

プがあります。更に大量の DVDがあります。ブルー

レイがあります。更に大量のフィルムがありますと。

これはいわゆる IT 的にみますと IT のデータではな

かったのですけれども、これが今 IT のデータにすべ

て変わろうとしています。実際、どうなっているのか。

これは 2008 年当時に、ある放送局さんと試算した結

果になっています。その放送局さんには 60万本のビ

デオテープがあるということで、その 1本のビデオ

テープの尺、さきほど三浦さんからも尺という言葉が

出ましたけれども、平均の尺は 45分でした。ビット

レートなども計算しまして、60 万本のビデオテープ

をMPEG ファイルにファイル変換し、更に新しいカ

メラが撮ってきた新しいファイル映像を蓄積していく

と、9年後には 15ペタバイトになるということがわ

かりました。1局の話で、です。これが在京キー局さ

んですとか、中京地区、近畿地区、それから九州とか

準キー局さんもいらっしゃいます。そういうところに

も、ここまではいかなくてもこれに近い形の、いわゆ

るデータがあるのです。これをどうするのかというこ

とが大きな課題で、さきほどデジタル・ジレンマとい

う言葉が出てきましたけど、あれもそうで、ハリウッ

ドとかインドとか、そういうところで製作されていま

すデジタルデータを計算してみますと、エクサバイト

級になっています。これをどうするかという課題があ

ります。結果的に、当時はケミカルフィルムとして配

給されていましたけれども、そのプロセス自身はデジ

タルですので、基本的にはデジタルデータが作られて

いくということで。

　もう一度繰り返しますと、ビックデータというのは

最近の話ではなくて、以前から存在していてアーカイ

ブのテーマだったということです。これまでの議論と

いうのはこの膨大なファイルを何に保存するのかとい

ビッグデータ時代のアーカイブーその運用と課題
藤原　忍（日本アイ・ビー・エム株式会社）
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う保存テクノロジーの議論でした。ここにもありま

すが、真ん中に LTO というふうにあり、磁気テープ

または DVDやブルーレイの光ディスク、または半導

体メモリー、HDD、いろいろなものがあるわけです。

いわゆるMPEG のようなファイルになったものをい

かに保存していくのかということで、保存テクノロ

ジー、ストレージ・テクノロジーを選ばなければいけ

ない。これはどれがいいのかということがここ数年間

の大きな議論でした。そのなかで LTO が登場してき

ました。どうして私の鞄の中に LTO テープが入って

いるのかというと、LTOがいいだろうと思うから入っ

ているのですが。これまで LTO テープとの比較がい

ろいろな研究機関で行われてきました。これはハード

ディスクを作った場合と磁気テープを使った場合のコ

スト比較ということで行われたものです。上の比較を

見ますと、総コスト、つまり初期投資、運用経費、更

にフロアの管理費、空調代・電気代全部含めてという

意味ですけれども、ハードディスクと磁気テープでは

26倍のコスト差があります。更にエネルギーでいい

ますと、105 倍のコスト差があると出てきています。

ここから見ますと、おそらくハードディスクの巨大な

システムを構築してそこに溜めるということは現実的

ではないですね、ということがわかります。そうしま

すと、磁気テープのような従来あった媒体ですね、そ

ういうものを活用して保存していくというものがいい

だろうなという形の議論になります。システム、設備

全体もそういう形の議論になってくる形になります。

こういった議論が世界中で行われていまして、私ども

メーカーも参加していますし、いろいろな研究機関も

こういうようなものを検討されていろいろなリコメン

デーションを出しています。これが従来の議論でした。

　この議論の先には何があるのでしょうか。ビック

データというのが今日のキーワードになっているわけ

ですが、ビックデータとクラウドというのが非常に密

接な関係を持って議論されています。本当に密接な関

係があるのかというのはまた別問題かもしれませんけ

ど。今現在におきまして、さきほどのようなテクノロ

ジーを選んで設備を作っていくわけです。最近の言葉

でいうとオンプレミスという言葉、プライベートクラ

ウドと言う方もいらっしゃいますが、いわゆる建屋を

作りますと。そういう形でコンテンツを溜めこまれて

いくというのが今の現状です。言い換えますと 100

社あれば、100 社それぞれが投資計画を作って従来

のコンテンツをファイルにして溜めこんでいくという

のがスタートポイントでした。しかしながらやはりク

ラウドに移行したいと考える方々が少なくないです。

クラウドは、安心して使える、コストが非常に安い、

いろいろなメリットがありますので、そちらに移行し

たいという希望がありますが、ここで大きな問題が起

きます。さきほどの 10 ペタバイトだとか 20 ペタバ

イトという巨大なデータがあった場合に、それをどう

やって引っ越すのか、ということです。たとえば巨大

なハードディスクみたいなものに溜めていた場合、そ

れをシステムごとデータセンターに送るのかという話

になるわけですね。それは基本的に無理です。データ

センターはそれを受け取らないです。というのは、ほ

ぼ保守終了になっている枯れた装置をデータセンター

は受け取らないです。そうしますと何を送ったらいい

でしょうか。たとえば今のビデオテープは？　フィル

ムは？　と媒体だけ送ってるわけですね。そうすると、

ここのシステムからあのシステムに媒体だけ送れるよ

うなからくりを最初から仕込んでおかないと最終的に

引っ越しができないということがわかってきました。

わかってきたというのは既に設備投資した方のなかで

わかってない方は結構いらっしゃるのです。というこ

とは将来的にクラウドに引っ越しできる方と引っ越し

できない方に今実は色分けされつつあります。こうい

うようなことを考えていろいろな方々が設備投資をさ

れています。

　たとえば放送局さんで使われているシステムのだい

たいの概要ですが、まず編集端末などがあります。アー

カイブのサーバーがあって、データベースのサーバー

があります。その後ろのほうを見ますとテープライブ

ラリー装置があって、正副作成と書いてありますのは

だいたい 2本作るんですね。正テープはこのような

オートメーションのなかに、複テープというのは棚置

きというような形の管理が非常にポピュラーです。こ

ういうような形のシステムが作られます。問題として

上がってきてるのは、ここでキャペックス（CAPEX）、
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オペックス（OPEX）と書いてありますけど、これは

キャピタル・エクスペンディチャー、いわゆる固定資

産しての投資ですね。初期投資になります。あと、オ

ペックスというのはオペレーティング・エクスペン

ディチャー、いわゆる運用経費になります。こういう

システムを導入して、そうすると初期投資としてかな

りの金額が必要になります。保守料金ですとか、ここ

で働く方々の経費も含めてオペレーティング・エクス

ペンディチャーが発生しますと。問題なのはビデオ

テープやフィルムをファイル化したからといったとし

ても、それぞれのコンテンツが稼ぎ出す期待値、いわ

ゆるレベニューには変わらないですね。ビデオテー

プだから実入りが少ないのかと。これをMPEG ファ

イルにすると実入りが多くなるのかというと、そうい

うことは基本的にはないです。たとえば放送局を例に

とった場合、チャンネル数は変わっていません。1日

は24時間しかありません。そうすると10年前に作っ

ていた番組の本数と現在の番組の本数は変わらないの

ですね。ということは、アーカイブがどんどん増えて

コストがどんどん増えていくけれども、使用する量は

変わらない。つまりアーカイブの再利用率はどんどん

減ってるわけですね。こんなことにお金を使っていて

いいのかという疑問を持つ経営者の方は少なくないで

す。これをどうするのだというところに、今たどりつ

いています。ビデオテープからファイルに移行する、

フィルムからファイルに移行する。それは映写機がな

くなる、ビデオデッキがなくなるという切実な問題が

ありましたから、勢いでファイル化をしてるわけです

が、ファイル化して設備投資した後に、これって何か

そんなに正しいことをやってるのだろうか、というと

ころに入っています。

　さきほどアーカイブは再利用のためにあるというこ

とを申しましたが、これは本当にその通りだと思うの

です。ここにも書きましたが、再利用という目的があ

るから経営上経費、コストをかけることができる、と

いうことがあると思うのですね。ですから、再利用を

どんどんしなければいけないわけです。けれども再

利用するためには見つからないといけない。何がある

かということを見つけなければいけない。さきほど三

浦さんの講演でもメタデータという言葉がありました

が、まさにそちらのほうに倒れていく話になります。

現在のメタデータ入力というのは人海戦術なんです

ね。人でしかわからないということで、ビデオを見な

がらメタデータを手打ちしています。たとえば NHK

さんのようなところでは「映像を見ればだいたい何の

ことだかわかるからということ」で、退職されて経験

が豊富な方々を再採用してメタデータ打ちを頼んでい

るそうです。一方、ある在京のキー局では若手の人に

やってもらっています。なぜならばコストが安いから。

いろんな考え方で人をワーッと並べてやっているとい

う現状があります。それで企画とか制作とか、そうい

うところで検索をして、再利用して、配信していくと。

　イソップ物語に、「使わない金塊なら石と同じです。

同じ場所に石を埋めて金だと思ってはどうですか」童

話がありますが、これと一緒ですね。使わないと石と

変わらないものになってしまいます。

　課題として今上がってきたのはメタデータの鮮度と

検索能力です。まずメタデータの鮮度というのは、た

とえば今日来た、入荷してきたビデオの素材があった

場合に、そのメタデータの入力というのは今日の価値

観で行うのですね。これに映っているのは何で、どう

いう内容でというのを打ちますと。そうしますと、メ

タデータというのは、このコンテンツをアーカイブス

に登録したときのメタデータなんですね。10年前だっ

たら 10年前のメタデータなのです。それは今の検索

する人の価値観と合わない場合があるわけですね。そ

れが１つ。いわゆるメタデータの鮮度の問題。もう１

つは検索能力の問題です。検索能力も、たとえばある

アーカイブスのお話を聞くと、「うちはすごいんだ」

と。アーカイブスの棚に行くあの人に「あのときのそ

れ」と言うとだいたい出てくるというのですね。それ

でいいのか、という話があるわけです。これは何を言っ

ているかというと、個人の能力に依存している部分が

非常に多いということです。見つける側もキーワード

を選ばなければいけないので、その選ぶキーワードが

非常に個人の能力、経験に依存してしまっています。

このことは見つかるものはしょっちゅう見つかるけれ

ど、見つからないものは二度と見つからないというこ

とになります。いわゆる検索能力の問題があると。

　今どういうところにジャンプしようとしているかと

いうと、機械学習による分析です。人に頼ってはいけ

ないのだというところがあります。まず継続的なメタ

データ更新が必要です。鮮度は維持しなければいけな

い。それから人の能力に依存しない検索手法、手段を

提供しなければいけない。もうこうなってくると人で

は駄目だという話になりますので、機械学習による分

析技術になる。機械学習による分析技術って何をして

くれるかというと、特定のコンテンツですね。たとえ

ば IBMのマルチメディア・アナリスティックス&リ

トリバルシステムで検索した結果を出しているのです
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けれど。たとえばアウトドアスポーツ、インドアスポー

ツ、またはウェディング。そのような抽象的なキーワー

ドで画像を切り出してくるわけですね。切り出すこと

ができるのは、たとえばウェディングだったらどうい

う映像なのかということをウェディングの状態を撮っ

た写真を 100 枚くらい機械に見せるわけです。それ

でその映像の特徴を抽出させて学習させますと。フィ

ルターを作りますと。結果的にそのフィルターを使っ

て、今度は大量のデータをバーッと見るわけです。そ

うすると、一致したものはボーッと出てくるという形

になって検出ができるというのがあります。検出がで

きると、この尺のなかの何時何分何秒にそういうもの

が映っているのかということが記録できます。これ

はタグ付けになるわけですね。これでだいたいこの尺

のなかにはどういう画像が入ってるのかということが

わかるということです。更に、それでも 10年前には

田中投手はいなかったはずですと。今田中投手います

ねと。そうすると、「田中投手」ということで検出を

させるわけですね。画像を。10年前には「田中投手」

というキーワードはなかったはずなので、タグ付けも

されてないわけですが、今田中投手の顔の写真を見せ

て、機械に検出させてタグ付けをさせるということを

すると。

　これだけでいいのか、という話があるわけですが、

これだけでは駄目で、次に必要なのはセマンティック

なデータへの展開です。意味的解釈。それで非常に残

念なことであると同時に非常に嬉しいことでもあるの

ですが、NHKさんで資料を提供してくださいました。

残念なのは、これは IBMの資料ではないということ

が残念で。でも、NHK さんが提供してくださったと

いうことは私たちとNHKさんは仲がいいいという意

味なのですが。

　これは非常におもしろい話で、背景にあったのは

3.11 の震災の映像です。3.11 のときにはカメラマン

が東北 3県に飛び回って大量のビデオを撮りました。

数万時間のビデオを撮りました。撮りっぱなしになっ

てしまったのですね。メタデータを付けないと再利用

できないという状況になりました。それでNHK技術

研究所である技術を開発しました。これは何を言って

いるかというと、時間軸で映像が流れるのですが、向

こうで見ますと、たとえば撮影メモだとかカラーバー

だとか、空撮だとか、顔がある、人の顔があるだとか、

いろいろなところがあるわけです。その１個の映像を

時間軸で見ていって、複数のフィルターをかけている

ということです。そうすると、いろんなキーワードが

出てくるわけですね。時間軸で上から見てみると、意

味が解釈できるのではないか、という話です。

　次のページに飛びますと、たとえば顔が映ってい

て人の声がある程度流れている部分。ここはインタ

ビューだとか会見の映像が映ってるのではないか。い

わゆる「会見」、または「インタビュー」という解釈

になるわけですね。今までは顔だけが検出されました。

声だけが検出されましたということで、それぞれの属

性が単独で存在していたのですが、それをもう少し有

機的につないで意味的な解釈を持たせましょうという

ところに今発展しようとしています。

そうしますと、田中投手が三振をとってガッツポーズ

をとった、みたいなところが出てくる可能性があるわ

けですね。そうすると、たとえばそれで優勝したとこ

ろだとかなんとかすると、たとえば人の声じゃなくて

「歓声」だとか、「ワー！」という歓声だとか、ガッツ

ポーズしている姿だとか、田中投手の顔だとかという

のを時間軸で見てみると、そういう瞬間が取り出せま

すね。それで再利用を上げていきましょうということ

です。

　まとめになりますけれども、機械学習によるメタ付

け、タグ付けが必要ですということになるわけです。

それはそうですね、という話なのですが、そもそも機

械学習できる環境になってるのでしょうか、というと

ころが今度は問題になります。ここで機械による分析

が可能な状況で保存されてるということ、というふう

に書いてあるのですが、たとえばさきほどの LTOテー

プも全部棚に置いていたら駄目なんですね。ブルーレ

イに焼いたとしても、それも棚にあっちゃ駄目だと。

要は機械が学習するということはオンラインで、ま

たはオートメーションが容易に検索できる環境じゃな

いといけないということです。必ずしも LTO テープ

がすべてオートメーションに入っている必要はないか

もしれないです。たとえばその画像かを低解像度、い
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わゆるプロキシ画像という形で作って代理検索をさせ

ればいいかもしれないので、必ずしも高解像度のもの

を全部オンラインにしておく必要はないかもしれな

いです。いろいろな方法はあると思うのですが、ただ

し、機械学習が可能な環境をあらかじめ想定してシス

テムを作っていかないと、持っていても結局 10年前

のメタデータで検索しなければならない。データベー

スだけは別にあるという形になってしまいます。もう

1つは仮にオンラインになっていたとしても、それが

CPU のメモリーに高速に展開できるものでないとい

けないと。たとえばDVDにたくさん溜めましたといっ

ても、DVD の呼び出し速度は非常に遅いので、それ

は CPU の展開に時間がかかるわけですね。そうする

と現実問題として機械学習に適さないです。というこ

とで見ると、オンライン可能であり、なおかつ高速に

CPU メモリー展開が可能なテクノロジーという形を

想定して考えていかないと再利用できるテクノロジー

になっていかないだろうと。

　まとめの言葉ですが、より高度な再利用が可能な

アーカイブのみコストをかける意味がある。リターン

があるからですね。究極的にはアーカイブ自らでコス

トリカバリーが可能な環境の実現。これが我々の今の

ゴールになります。これが三浦さんの言われた話とつ

ながっていくというところになるかなというふうに思

います。というところで私の部分の話を終わりたいと

思います。


